「身体知プロジェクト」１１月の研究会報告　　　　　　　　　　　　　

２００５年　１１月２８日　６時３０分より
　　　　　　　　　　　　　　日吉キャンパス　９０番教室隣の教職員研修室
ワークショップ

『感じること、表現すること、理解すること：瞑想から身体知へ』
講師：井上ウィマラ氏：仏教瞑想家高野山大学スピリチュアル・ケア学科助教授
参考文献：井上ウィマラ著『呼吸法による気づき』

出席者：横山千晶、熊倉敬聡、武藤博史、篠塚憲一、江頭（ヴィデオ撮影担当）

オーガナイザー：手塚　千鶴子

＜講師紹介をかねて＞
　日本の伝統仏教で出家し、ビルマで瞑想修行と広い経典研究を積み重ね、その後、西洋仏教での、外国人に瞑想を教えるという体験をはじめ、キリスト教や心理療法との出会いなど、数々の異文化体験を、自分の枠や領域をひろげる契機にして、現在は、呼吸という、身体知のプロジェクトの中心にあると思われる、原初的な身体の営みを通しての、深い知恵との出会いの道を、探求、考察、実践されてこられた井上ウィマラ氏をお招きした。また今回は、知的な学習に加え、メンバー達が肩肘はらずに身体知を体験学習できるように、畳の部屋つき研修室で行われた。以下の報告は、この研究会の全貌を的確にまとめているか心もとないですが、主観性の濃いエッセイ的報告とさせて頂きました。
＜ワークショップ形式の研究会の内容＞
1． 自己紹介　　　
大きなテーブルでの自己紹介を行ったが、身体知との関連での自分の研究や教育での関心やかかわり、また個人的な思いも添えながら、ゆったりとした時間が流れた。最後に、講師が参加者の話のまとめとして、三世代伝達、出会い、死、うつ、といったいくつかの共通項を取り出した。
2． 講師の御話　　
　用意されていたレジュメどおりではなく、自己紹介に引き続き、その場での参加者
の気持ちに沿いながら話が進められた。
内容は、①スピリチュアル・ケアの課題の話（人生最後に取り組むものとしての、１．人生の意味をとらえ直す、２．自分を許し、相手を許す、３．感謝の気持ちを伝える、４．大切な人に「大好きだよ」を伝える、５．さよならを言う(自分の執着を手放すこともふくむ)から始まり、②仏教の無我とは自我を表象するもの、例えば、こうあるべき自我理想などへの、執着やこだわりを捨てることで、自己を捨てることではない、③仏教での自力と他力における双方のバランスを取ることの大事さ、④そして自己や個が育つ過程における関係性の重要性へと話が及び、⑤自己が育つとは、母親との一体感の状況から、その守りの殻を破りながら自我が生じることであり、その際母親の提供する環境、赤ん坊との母親の相互作用の果たす役割が重要であること、⑥母親が身振りや声などを通して赤ん坊の感じている身体感覚、欲求や感情を、適切に受け止め対応することで、自己が育つこと、こうした受け止められる経験がないと、むしろこどもが母親にあわせる逆転が起こり、「偽りの自己」が育つこと、母親達の子育て支援に加わってきた経験から、⑦いかに現在そうした受け止め方が難しくなっているか、子育ての困難という現状を指摘された。具体的には、⑧母親たちが自分の悲しみや、不安や満たされない欲求にこころを奪われ、こどもたちに応答できないのだという、⑨その背景には、母親の前の世代、親たちの果たされなかった思い、無念や悲しみが、受け止められないまま世代間を伝達されて来ているのではという、負の世代間伝達の問題があるという。
全体に、自己や個の健全な成長・発達に、関係性、特に初期における母親やそれに代わるものとの相互作用がいかに大切か、そのプロセスが中心の話であった。
3． 呼吸法の実習　(畳の部屋で )　
1 ペアを組み互いに、身体を動かし、歩いたり、互いに回りながら、お互いに心地よい距離と立ち居地を確認し、そこから無理ない仕方で身体接触を試み、その感じを味わい、その後互いの感じを話しあう。

2 ペアのうち一人が畳に仰向けになり、相手に触れられても大丈夫な自分の身体の部分を示す。手を触れる役の人は、まず１，２分手をもんで暖めてから、３０センチ上から講師の合図で、ゆっくり手を下ろし、相手の身体にふれる。その後３分ぐらい、相手の呼吸に集中しながら、触れ続ける。

　　その後、講師の合図で、寝ていた人は、余韻を大事にしながら、ゆっくり自分の気持ちのよい形をとりながら、起き上がり、役を交代し、同じことを繰り返す。その後、お互いに、どんな感じがしたかを話しあう。
4． ディブリーフィング　　
1 この実習をどのように体験したか、どんな感じだったかを、色鉛筆やクレヨンを使いA-4の紙に、２，３分でイメージや絵に描いた。なかなかそれぞれ個性的な絵やイメージが描かれた。
2 それぞれの絵を見せながら、体験を語りあう。そのなかで、一人一人がどう感じていたのか個別の体験を聞きながら、またお互いの描いたものが、どう違っていたか、どう関係しあっていたか、共通点があったかなどの、気づきを参加者全員で、話しかつ鑑賞しあった。そのイメージをもとに、言葉で表現したこと、そこから触発されての気づきや思いの発生という、不思議な連鎖を経験。最後にそれらの絵全部一同に置いて眺め、どんなことばでこの体験をまとめられるか話し合あった。
＊なおこのプロセスでは、講師のファシリテーションで、ある参加者の、呼吸を感じあうエクササイズで感じた緊張について、われわれが普通否定的に受け取りがちなこの体験を、「緊張を感じることができて良かったですね」とコメントした。さらにその緊張感という身体感覚を軸に、さらなる言葉のやりとりを通じ、その参加者を、家族とのかかわりの思い出、過去や現在のご自分への出会いへと、導いていかれたのが印象に残っている。
5． 最後の質疑応答　　
　　　　　①　講師が、仏教での悟りを開いたあとも、書籍でオープンにご自分の悩みや苦悩を語っておられることについての質問に関しては、まだ上に高い悟りのレベルがあること、自分は、自分の失敗や苦悩を含め皆と同じ視線からの語りかけを大切に考えているとの話があった。
　　　　　②　ファシリテーションという介入は、教師が授業のなかでやっていることとも共通すると思われるが、介入することのタイミングやその仕方についての質問には、自分の介入については、よく「介入しないですね」とコメントされることが多く、普段はじっとその場を見守ることが多い。介入するかどうかの基準は、自分の身体がどう反応するかにあるということ、また学部生での体験学習授業での介入と、プロを養成するプログラムでの介入とでは、介入の仕方や目的も異なると話された。そして気づきや学習が起こるための、見守り役としてのファシリィティター役、それが提供する安全な環境の大切さを強調された。
　　　　　③　体験学習、ディブリーフィングともに時間が足りなかったが、後者は特に大事であるとの指摘をされた。
＜研究会に参加しての自由連想的感想＞
　　　・身体で感じること、否定せずに味わうことでの知恵がある、それが気づき？
· つなぐことをめぐる連想：
　時間の連鎖；命のつながり；場でのつながり

　　　　自分を受け入れることが相手を受け入れることに：自・他のつながり
　　　　　見知らぬ自分とのつながり；心とからだのつながり
· つながることと離れること：合一・一体感と分離
· 離れること：区切ること；自分と相手にスペースを与える
· 気づきへの媒介としての身体や身体を用いたアクティビィティ、絵や言葉、

· 学習や気づきを生み出す場や環境の力：ファシリティターと参加者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· プロセス、流れを味わうことの大切さ

· 身体の感じを大事にすること＝自分を大事にすること
　　＊呼吸という素朴な営みを、他者との間で味わうことがもたらす、いつもと違う学びや気づきの深さを、見事なファシリテーションのもとに、また信頼感の醸成された空間で体験できたことが、一番の新鮮な驚きであり、大きな収穫であった。

